
として,全個体の個体標識に基づく永続的個体追跡の第

一段階である｡

餌付けの彫響の比較的少ない群れを調査の対象に選ん

だため,観察は必ずしも容易ではなく,群れの社会構成

を確認し,adultの個体識別を完成し,一部の個体に入

墨標識をしたに止まった｡しかし,その間にも,社会変

動は次々に起こ･つており,この研究自体は続行の計画で

ある｡
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ニホンザルの社会行動と社会構造

森 明 雄 (京大 ･理 ･自然人類)

ニホンザ/レの記号行動を調べるため,個体追跡を行っ

た｡他の個体と出会った際に,その相手の名前と,両者

の問にかわされる行動を記載した｡なるべく長時間にわ

たって個体を追跡するように心掛けたが,1回の時間は

30分～80分程度で,それ以上連続して追跡することは困

柾であった｡1個体については,合計500分程度の追跡

を行った｡このように長時間にわたって追跡すると,同

-の佃体と数回出会う.この資料を一連のものとして見

てゆくことにより,両者の間にかわされる,その一連の

行動を支えている持続的な意識をひきたす ことができ

た｡その結火は,一般的にいって,個体同士が,さけあ

っていること,そして個体同士が出会った場合には,お

互いに相手に先客な態度をとらせる (または,とる)よ

うに,曽叫,身技といった記号行動が使われるというこ

とであった｡このような行動には,lipsmuckingや

mounthgといった高度に象徴的な行動から,たんに

蛸になるといった行動まで含まれている｡このような行

動は,2個体が出会ったときによく現われるので,その

意味が明確になってくる｡ところが,母と母に依存して

いる未成熟な子供達は,非常によく出会い,両者の出会

いには音己サ行動は介在しないO母ザルと,独立して子供

をもつ娘の鵬掛 も 出会の回数はずっと減少するが,血

緑的に細粥旅な個体とよりは,はるかによく出会い,千

はり和事を'IE容にさせるような記号行動は介在しない｡

オスとメスとの関係はもっと明瞭に出会がさけられてお

り,オスがメスと出会うのは喧嘩の仲裁の場合以外には

ほとんどない｡メスは少し臣巨敵を保った状態でオスとは

此れないという関係が見られるように思われるが最後の

点については,この,F'-クーのとり方では,明味な形と

なってはでてこなかった｡

このih:(料をもとにして,個体問の avoidanceと,血

縁Eig旅とのかかわりにおいて,出会の際に起るさまざま

な記勺･行動の現われ方,その量的な分析をすすめてい

る｡

コーディング法による幸島ニホンザルの

群れ組織の分析

都 守 浮 天 (∫.M.C.)

調査日的:a)6種70細目の反応カテゴリからなるコ

-ディング法を用い,特定個体間の社会的交渉を弟録

し,各個体の群れにおける行動特性を明らかにするとと

もに,その社会的機能を追求する｡b)上記目的から本

調査では,幸島におけるオトナオスの性行動を観察対象

とした.笠者は現在,実験室条件下におけるニホンザル

の性行動の分析を上記コーディング法によって進めてい

るが,自然環境下において,これと同一手法による有効

な比較資料を集録することを企図した｡

調査方法 :観察は,特定1個体を対象に3秒1単位か

らなる口述コーディング法によった｡1勧察セyコソは

1,200単位 (1時間)である｡

調査鈷果 :調査期間吋,本年2月18日より翌月14日の

25日間であり,18日より23日を個体識別に,25日より3

月14日の18日間を性行動の追跡にあてた｡対象とした個

体はNomi,Nabe,Ei,Saru の4頭であった｡観察個

体の順序は1日4頭各60分観察の予定表にしたがって始

めたが,調査期間中,とくに前半にかかる個体に殆んど

性的交渉が認められず,やむを得ず観察は,随時上記特

定個体に性的行動が認められそうだと認定した時点から

1時間ないし,その性行動が終了するまで続けられた｡

したがって集録した賃料は32セジョンにとどまり,予定

の72時間に逮することができなかった｡しかし如銀され

た各セyコソには何んらかの型で性的行動が記故されて

いるため,十分なタイム･サン7.1)ングほされていない

にもかかわらず,自然環境下に現われるニホンザル性行

動/tタンの分析には十分な資料が得られたものと考えて

いる｡これら賃料の分析は現在トランスクリプS/ヨンの

段階にあるので,詳しい報告は別の機会にゆづりたい｡

調査を終えての所見:a)実験壷条件下で作炎,使用

された='-ドは,自然環境のもとでも十分利用すること

ができた｡しかしこれは全般的に細かく,あるものは上位

コードに転換する方が便利である｡すなわちindividual

dimcnsion における反応′くタンのあるものは,直按

socialdimensionにおける interactioncodeに切

換えることが望ましいという所見を得た｡b)コーディ

ングの実施にあたっての基本条件に一定時間 (この似合

1時間)の連続個体追跡があるが,幸島は笠者の知る範

EBでは他の群れに比べ,それはもっとも容易であった.

性行動の観察などは開けた餌場よりもほ大林や林の中の

ような視界のかぎられたところがある点で望ましJ､が,
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